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代表・一般質問を令和２年
9月24日、25日、28日に
開会した第3回定例会本会議
で行いました。
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区
政
運
営
の
中
で
重
要
な
点
は
何
か

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
動
向
が
読
め
な
い
中
で
、
区
政

運
営
の
見
通
し
が
つ
き
づ
ら
い
と
思

う
が
、
昨
年
の
台
風
19
号
や
コ
ロ
ナ

禍
が
も
た
ら
し
た
区
民
へ
の
影
響
を

踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
に
区
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
視
点
は
何
か
。

【
区
長
】
令
和
３
年
度
に
向
け
て
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
支
援
と
新

し
い
生
活
様
式
」
、
「
コ
ロ
ナ
を
踏

ま
え
た
災
害
対
策
の
強
化
」
、
「
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題
の
解
決
・
エ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
等
の
取
り
組
み
に
よ
る

魅
力
の
創
出
」
の
３
つ
の
視
点
が
特

に
重
要
と
考
え
て
運
用
し
て
い
く
。

厳
し
い
財
政
下
の
予
算
編
成
方
針
は

【
問
】
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
は

選
択
と
集
中
に
よ
る
優
先
順
位
付
け

が
一
層
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
現

時
点
で
歳
入
を
ど
の
様
に
見
込
み
、

ど
の
様
な
方
針
で
臨
む
の
か
。

　

ま
た
、
積
立
基
金
を
ど
の
様
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

【
政
策
経
営
】
特
別
区
民
税
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
同
等
の
約
２
％
の

落
ち
込
み
、
財
政
調
整
交
付
金
は
、

都
か
ら
影
響
額
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

税
制
改
正
の
影
響
に
よ
る
減
収
の
み

約
26
億
円
減
を
見
込
ん
で
い
る
。
予

算
編
成
方
針
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

や
区
民
生
活
等
を
支
え
る
た
め
の
施

策
を
最
優
先
に
財
源
を
投
入
し
、
例

年
以
上
に
事
業
の
選
択
と
集
中
に
努

め
、
財
源
確
保
に
注
力
し
て
い
く
。

　

積
立
基
金
は
、
令
和
３
年
度
当
初

予
算
編
成
で
の
財
源
対
策
に
141
億
円

の
取
り
崩
し
を
見
込
ん
で
い
る
。

千
住
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
方
針
は

【
問
】
北
千
住
駅
東
口
の
再
開
発
事

業
で
は
、
地
権
者
や
地
元
の
意
見
を

よ
く
聞
き
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
だ
が
伺
う
。

【
市
街
地
】
令
和
２
年
３
月
に
北
千

住
駅
東
口
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
構

想
を
変
更
し
た
た
め
、
今
後
は
構
想

を
具
体
化
し
て
い
く
手
法
や
方
策
を

地
元
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

電
柱
に
想
定
浸
水
深
を
表
示
す
べ
き

【
問
】
水
害
意
識
の
啓
発
の
た
め
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
な
く
て
も
、

そ
の
地
域
の
浸
水
深
が
わ
か
る
よ
う

に
電
柱
を
活
用
し
た
想
定
浸
水
深
の

表
示
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
危
機
管
理
】
区
内
の
小
・
中
学
校

等
に
は
浸
水
深
表
示
板
を
１
カ
所
設

置
し
た
が
、
充
分
で
な
い
た
め
順
次

１
施
設
に
つ
き
４
カ
所
に
増
や
す
。

　

ま
た
、
電
柱
広
告
の
一
部
を
利
用

し
た
想
定
浸
水
深
や
避
難
場
所
の
表

示
を
約
120
カ
所
に
設
置
し
て
き
た
。

今
後
も
増
設
・
整
備
を
進
め
て
い
く
。

感
染
症
対
策
と
経
済
活
動
の
両
立
を

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
は
好
転
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
が
、
経
済
を
支
え
る
区
内
産

業
の
把
握
を
し
っ
か
り
行
い
、
感
染

症
対
策
と
経
済
活
動
の
両
立
を
目
指

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
９
月
中
旬
に
青
色
申

告
会
・
地
元
信
用
金
庫
と
再
度
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、
国
や
都
の
給
付

金
等
は
必
ず
し
も
運
転
資
金
と
な
っ

て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

区
内
産
業
の
状
況
調
査
と
感
染
防
止

対
策
を
進
め
つ
つ
、
区
内
経
済
回
復

の
た
め
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。

秋
以
降
の
感
染
拡
大
の
見
通
し
は

【
問
】
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、

他
の
感
染
症
が
重
な
れ
ば
医
療
機
関

に
よ
り
大
き
な
負
担
が
生
じ
、
社
会

が
混
乱
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在

の
区
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

【
衛
生
】
感
染
者
数
は
、
現
在
緩
や

か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
。
区
内
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
数
に
対
す
る
陽
性
率
は
、
９

月
15
日
現
在
3.3
％
ま
で
減
少
し
、
一

週
間
ご
と
の
10
万
人
あ
た
り
新
規
陽

性
者
数
も
９
月
23
日
現
在
の
暫
定
値

で
、
都
の
8.01
人
に
対
し
て
、
区
は
4.33

人
ま
で
減
少
し
、
感
染
拡
大
は
一
定

程
度
落
ち
着
い
て
き
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
見
通
し
は
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
は
今
ま
で
以
上
に
感

染
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

に
備
え
た
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

ど
う
か
。

②
介
護
従
事
者
が
不
足
す
る
と
介
護

保
険
制
度
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。

介
護
従
事
者
を
確
保
す
る
た
め
に
、

国
や
都
へ
待
遇
改
善
を
要
望
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
】
①
利
用
者
の
負
担
が
増
え

る
中
で
の
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
は

低
所
得
者
の
生
活
を
脅
か
す
危
険
性

が
あ
る
と
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

②
介
護
従
事
者
の
資
格
取
得
を
支
援

す
る
た
め
の
研
修
費
用
を
助
成
し
て

い
る
ほ
か
、
介
護
分
野
の
求
職
者
に

対
す
る
「
介
護
の
し
ご
と
相
談
・
面

接
会
」の
開
催
や
、有
給
で
職
場
実
習

研
修
を
実
施
し
て
就
労
に
つ
な
げ
る

「
介
護
人
材
雇
用
創
出
事
業
」を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
介
護
人
材
の
育
成

と
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
国
や
都

に
対
し
て
強
く
支
援
を
要
望
す
る
。

が
ん
の
早
期
発
見
に
積
極
的
取
組
を

【
問
】
区
の
平
均
寿
命
を
伸
ば
す
た

め
、
が
ん
の
早
期
発
見
が
で
き
る
メ

タ
ロ
・
バ
ラ
ン
ス
検
査
等
、
が
ん
検

診
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

【
衛
生
】
メ
タ
ロ
・
バ
ラ
ン
ス
検
査

に
は
検
査
の
感
度
や
、
検
査
費
用
が

高
額
で
あ
る
等
の
課
題
も
あ
り
、
情

報
収
集
や
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
ま

ず
は
区
医
師
会
と
協
議
す
る
。

区
の
合
計
特
殊
出
生
率
1.8
を
目
標
に

【
問
】
①
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
に
よ
る
と
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
1.45
で
推
移
す
る
と
千
年
後
に

は
日
本
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
は
難
し
い
と

し
な
が
ら
も
合
計
特
殊
出
生
率
1.8
を

目
標
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
区
の

目
標
は
1.4
で
あ
る
。
区
も
高
い
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
す
べ
き
で
は
。

②
学
校
教
育
の
中
で
、
結
婚
や
子
育

て
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
ど
う

取
り
上
げ
て
い
る
か
。

【
工
藤
副
区
長
】
①
区
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
後
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
1.31

だ
っ
た
た
め
、
当
面
は
1.4
を
目
標
と

し
た
。
現
在
策
定
中
の
新
た
な
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
国
や
都
の
合
計
特

殊
出
生
率
の
推
移
等
も
勘
案
し
つ
つ
、

目
標
値
を
設
定
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
予
測
さ
れ
る
人
口
減

少
社
会
に
向
け
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
施
策
の
充
実
に
よ
り
、
区

の
出
生
率
を
高
め
る
努
力
を
す
る
。

【
教
育
指
導
】
②
結
婚
や
子
育
て
に

つ
い
て
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き

児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

指
導
を
進
め
て
い
る
。
家
庭
科
で
は

子
ど
も
を
育
て
る
親
の
気
持
ち
を
学

び
、
特
別
の
教
科
道
徳
で
は
生
命
の

連
続
性
や
有
限
性
に
も
触
れ
て
い
る
。

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

制
度
の
抜
本
的
改
正
を

【
問
】
①
介
護
保
険
料
を
高
く
す
る

こ
と
で
低
所
得
者
の
生
活
が
壊
れ
て

し
ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
と
思
う
が

天
皇
と
歴
史
を
教
え
る
重
要
性

【
問
】
126
代
続
く
天
皇
の
命
の
バ
ト

ン
は
大
変
な
重
み
で
あ
り
、
世
界
に

類
を
見
な
い
日
本
の
伝
統
で
あ
る
。

歴
代
天
皇
が
日
本
の
国
と
共
同
体
と

し
て
生
き
て
き
た
こ
と
や
、
天
皇
の

仕
事
に
つ
い
て
も
子
ど
も
た
ち
に
き

ち
ん
と
教
え
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
指
導
】
寺
社
や
古
墳
等
、
わ

が
国
の
歴
史
上
の
主
な
事
象
を
手
掛

か
り
に
日
本
の
国
と
共
に
生
き
て
き

た
こ
と
を
学
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
。

天
皇
の
仕
事
に
つ
い
て
は
日
本
国
憲

法
に
定
め
る
天
皇
の
国
事
行
為
等
の

ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
や
す

い
事
項
と
し
て
、
国
民
体
育
大
会
へ

の
ご
出
席
、
被
災
地
へ
の
ご
訪
問
等

が
教
科
書
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
固
有
の
領
土
尖
閣
諸
島
問
題

【
問
】
中
国
の
公
船
が
日
本
に
次
々

と
押
し
か
け
て
お
り
日
本
固
有
の
領

土
が
危
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
か
つ

て
都
尖
閣
諸
島
寄
付
金
に
多
く
の
日

本
人
が
領
土
を
守
る
た
め
に
寄
付
し

た
こ
と
等
の
事
実
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
領
土
問

題
を
教
え
る
こ
と
へ
の
決
意
を
伺
う
。

【
教
育
指
導
】
小
学
校
で
は
「
尖
閣

諸
島
が
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

こ
と
」
、
中
学
校
で
は
「
中
国
が
石

油
資
源
埋
蔵
の
可
能
性
か
ら
領
有
権

を
主
張
し
て
い
る
が
、
尖
閣
諸
島
を

め
ぐ
り
解
決
す
べ
き
領
有
権
の
問
題

は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
指
導

し
て
い
る
。
今
後
も
日
本
人
の
思
い

を
代
表
す
る
政
府
見
解
や
学
習
指
導

　

今
定
例
会
の
白
石
正
輝
議
員
の
一

般
質
問
で
の
発
言
に
つ
い
て
、
本
人

よ
り
謝
罪
が
あ
り
、
発
言
の
一
部
取

り
消
し
の
申
し
出
が
、
議
会
で
許
可

さ
れ
ま
し
た
。

白
石
正
輝
議
員
の
謝
罪
と
発
言
の

一
部
取
り
消
し
に
つ
い
て

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
議
員

と
無
会
派
の
議
員
が
、
区

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
、
区
政
執
行
に
あ
た

る
区
長
を
は
じ
め
執
行
機

関
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
次
元
バ
ー
コ

ー
ド
か
ら
、
各
質
問
者
の

録
画
映
像
を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
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一
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問
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足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
対
策

を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
を

　
　

自
由
民
主
党　
　

工　

藤　

哲　

也　

議
員

超
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

社
会
保
障
制
度
と
新
が
ん
検
診

　
　

自
由
民
主
党　
　

白　

石　

正　

輝　

議
員

国
を
愛
す
る
こ
と
、
守
る
こ
と

皇
室
、
領
土
、
国
旗

　
　

自
由
民
主
党　
　

せ
ぬ
ま　
　

剛　
　

議
員


